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土の透水試験法における飽和度について

宮城調勝

（琉球大学農学部）

NorikatsuMiyagi：Degreeofsaturationinthepermeabilitytestofsoils

2．実験方法

試料ｊｆｌ～服５について標準突固め試験を行ない，５

試料のうち拭鵬Mal，妬２は含水比～乾燥密度曲線に沿

って最適含水比を中心に両側に２個ずつ計５個の供試体

左突固めて作り，各々について変水位透水試験を行なっ

た後，第１図に示すように10cm×12.7cmの断面を30個に

分博!'し含水比を測定した．突固めに試料は一様な密度を

もつものと仮定し，各々の含水比を飽和度に換算した．

試料妬２～ﾉ１Ｍについては，その最適含水比で突固め

て作った供試休についてのみ同様な測定を行なった．

Ｉはじめに

土の透水係数に関する試験法には変水位透水試験法と

定水位透水試験法があり，両方法ともＪＩＳに規定され

ている．一般に比較的透水度の低い士については変水位

透水試験法が適用されるが，その範朋はかなり広く，さ

らに非常に透水度の低い土については圧密理論から求め

る方がよいといわれている．
－３－８

一般に透水係数が10～10c"z/sの土については変水位

透水試験法が用いられるが，その場合試料とモールド壁

との境界面付近からの部分的透水が問題となる．これ

は，試料を突固める際にモールド雌に近い部分が充分に

突固められないことや，土質による試料とモールド壁と

の付着性の相違，あるいは試料の厚さが大きいために試

料の飽和度が完全でなく，部分的に差異を生ずること弊

に起因するものと思われる．

この実験では，突固めに試料の密度が部分的に変らず

一様であるという仮定に基づいて，ＪＩＳ規定による一

般的な変水位透水試験における試験後の試料の飽和度が

どのように分布するかを知ろうとするものである．

実験にはガス吸着法によって比表面蔵を測定した士２

種と，それを適当に混合した土３種を使用した．

Ⅱ実験

１試料

実験に使用した士は第１表に示すとおりである．
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節１図試料断面の飽和度測定点分布図

3．ＢＥ.T・法による土の表面積の測定

表面積の測定にには，粒体粒子の表面に断面既知の分

子を吸着させて，その吸着分子１個のしめる面積αとそ

の単分子層吸着量Vmから次式によって得られる．
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ｓｏ＝CＪＮＶｍ Ⅲ結果および考察

第２図は比表面積の異なる５つの試料について標準突

固め試験を行なった結果を図示したものである．比表面

積の範囲は９～18776/'のわずかな範囲であるが，乾燥

密度，含水比の値は一般にいわれるように粗粒の士ほど

細粒の士に比べて乾燥密度が大きく，含水比が小さくな

っている．また曲線の形も最適含水比の大きい士ほどコ

ウ配がゆるやかな傾向を示している．

第３図，第４図は測点２～６の飽和度を表わした例で

ある．こ》､には掲げてないが，測定した全試料について

測点1,2,6の飽和度が測点3,4,5に比較して特に高くな

っていた．これは，側点１，２，６が注水面および排水面附

近であり，透水中に試料に膨張が起って密度が小さくな

ったために平均乾燥密度を基に計算した結果が特に高く

なったものである．このことは逆にいえば，飽和度の価

が不述統'''9に大きくなった部分まで試料に膨張が及んだ

ものと解することができる．また図によると，試料のモ

ールド壁に近い部分の飽和度が中心部に比較してわずか

ではあるが高くなっている．これは中心部に比してモー

ただし

Ｎ：アボガドロ数

なお単分子層吸着量ＶｍはBrunaver，Ｅｍｍｅｔｔ，

Tellerによって誘導されたＢＥＴ等細吸着式から求める

ことができる．
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＿Ｐ：吸若気体の圧力

Ｐ。：吸着気体の飽和圧

Ｖ：ｐにおいて吸着した気体の容祇

Ｖｍ：単分子層吸着量

ｃ：吸着熱等による定数

上式で(P/ＶＸ１／Ｐ－Ｐｏ)～P/P･の関係が直線であ

り，その切片1/VmCと傾き(Ｃ－１)/VmCからＶｍおよび

Ｃが求まる．この式はＰ/P･が0.05～0.35の間でよく￣

致するといわれ，この測定ではｐ/ｐ･が0.05～0.35の範

囲を４分する４点法によって比表面職を測定した.
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第２図突固め試験にｵsける土の比表而積，乾燥密度，含水比の関係
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ルド壁附近からの透水量が大きいことを表わすものと思

われる．

第４図と第５図は同一試料の測定結果であるが，第５

図の場合は真空吸引操作を行なっていない．両者を比較

してみると，「''心部における飽和度が第５図の場合約１０

％程低く，また各層ごとの飽和度にかなりの差を生じて

いる．しかしこの差は土質によっていろいろ変化するも

のと思われる．
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第６図は，試料瓶１について行なった第２図の乾燥密

度～含水比曲線に沿って含水比を変えた５組の透水試験
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第６図測点２～４の飽和度の平均値と突固め含水比と
の関係
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を行ない，その試料の測点２～４の飽和度の各々の平均

値を突固め含水比に対してプロットしたものである．ま

た第７図は同様な方法で測点Ａ～Ｅについてプロットし

たものである．節６図では測点３までは不規則な値を示

している．これは試料の上方に膨張を生じたために，そ

の程度によって飽和度が不規ⅡUになったものと思われる

が，含水比と膨張量との関係はこのデータでは明らかで

ない．

第８図には試料/W、～妬５についてその最適含水比で

突lrlめた場合の試料の比表而祇と，測点とＡ～Ｅの飽和

度の各々の平均｛li1〔との関係を図示してある．これによる

と，試料とモールド壁の境界附近では中心部に比べて飽

和度がわずかに高く，また試料別に見ると，比表面積の

大きい試料ほど飽和度が大きい傾向にある．
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ＪＩＳによる変水位透水試験法の場合，細粒土につい

ては通水||郡Hの長短にもよるが，試料の膨張による密度

の変化が見られるので，厳密には試料の膨張を押えて制

限するか，あるいは透水長の補正が必要かも知れない．

実際に透水試験を行なう場合，比較的粗粒の土につい

てはモールド畦に近い部分からの局部的透水現象がよく

見られるが，この実験で取扱った比表面積８～19㎡/,

の範囲の土に関しては，モールド壁に近い部分の飽和度

がわずかに商い傾向にはあるが，その差は問題にする程

ではないように思われる．また比表面積の異なる試料を

その最適含水比で突同めた場合の飽和度は，比表面秋が

大きい試料ほど飽和度が高くなる傾向にある．

ＢＥ・Ｔ法による比表而秩が８㎡/'前後の士は分類_ヒ

シルトに屑するが，このllMIlを明らかにするためにはさ

らに)H1粒の土について検討する必要がある．これは今後

の諏魎としたい．
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第７図測点Ａ～Ｅの飽ﾎﾟﾛ度と突固め含水比との関係
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